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猿杉並区保健福祉計画
　（２１～２５年度）の概要
猿第４期杉並区介護保険事業計画
　（２１～２３年度）の概要
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保健福祉計画・介護保険
事業計画を改定しました
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安心して健やかに生活できる「健康都市杉並」の実現のために

区は、１８年３月に「杉並区保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定
し、その推進に努めてきました。この間、保健福祉を取り巻く環境は
日々変化し、大きな変容を遂げており、区は一層迅速かつ柔軟な対応
を求められています。今回保健福祉分野のさまざまな課題を解決し、
「健康都市杉並」の実現を図るために計画の改定を行いました。
害害問い合わせは、「保健福祉計画（１～３面）」は保健福祉部管理課、
「介護保険事業計画」（４面）は高齢者施策課または介護保険課へ。

保健福祉計画・介護保険事業計保健福祉計画・介護保険事業計画画
を改定しましを改定しましたた

▲未来ある子どもたちが健やかに生活できるように
（子ども・子育てメッセより〈３月１日㈰開催〉）

保
健
福
祉
計
画（　

～　

年
度
）

２１

２５

　

保
健
福
祉
計
画
は
、　

～　

年
度

２１

２５

ま
で
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
し

て
、「
健
康
都
市
杉
並
」
の
実
現
を
目

指
す
保
健
福
祉
分
野
の
基
本
的
・
総

合
的
計
画
と
し
て
、
保
健
福
祉
の
政

策
・
施
策
・
事
業
の
体
系
、
到
達
目

標
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
改
定
に
あ
た
り
、「
広
報
す
ぎ

な
み
」　

年　

月
１
日
号
で
「
杉
並

２０

１１

区
保
健
福
祉
計
画
」
と
「
杉
並
区
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
改
定
（
案
）

を
公
表
し
た
と
こ
ろ
、
区
民
等
の
意

見
提
出
手
続
に
基
づ
き
七
二
件
（
延

べ
二
一
九
項
目
）
も
の
多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
参
考
に
改
定
（
案
）
の
修
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
と
区
の

考
え
方
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
計

画
の
全
文
と
、
ご
意
見
の
概
要
・
区

の
考
え
方
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
下
記
の
閲
覧
場
所
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

待
機
児
童
の
解
消

◇
意
見
の
概
要

　

働
く
母
親
の
急
増
で
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
定
員
の
拡
充
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
区
の
考
え
方

　

待
機
児
童
の
解
消
を
重
点
プ

ラ
ン
の
緊
急
の
課
題
と
し
て
お

り
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
も
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
急
増
す
る
保
育
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
認
可
外
の

保
育
室
の
設
置
や
家
庭
福
祉
員

（
保
育
マ
マ
）
の
増
員
な
ど
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実

◇
意
見
の
概
要

　

救
急
医
療
体
制
が
不
十
分
な

た
め
出
産
時
に
死
亡
す
る
な

ど
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
、

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
の

で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
区
の

体
制
が
心
配
で
あ
り
、
早
急
に

対
策
を
取
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◇
区
の
考
え
方

　

今
日
の
救
急
医
療
体
制
が
直

面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
て
、
主
要
な
救
命
救
急
ニ
ー

ズ
に
、
お
お
む
ね
区
内
で
対
応

可
能
な
体
制
の
整
備
を
進
め
る

な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

生
涯
現
役

◇
意
見
の
概
要

　

保
健
福
祉
計
画
に
あ
る
生
涯

現
役
を
目
指
し
て
、
生
活
で
き

る
よ
う
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
区
の
考
え
方

　

生
涯
現
役
の
地
域
拠
点
と
な

る
ゆ
う
ゆ
う
館
の
協
働
事
業

や
、
社
会
貢
献
活
動
、
い
き
が

い
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る

「（
仮
称
）長
寿
応
援
ポ
イ
ン
ト

制
度
」
を
創
設
し
、
生
涯
現
役

を
目
指
す
施
策
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

◇
意
見
の
概
要

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一

年
以
内
に
入
所
で
き
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
待
機
期
間
を
ど
の

よ
う
に
生
活
で
き
る
の
か
示
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
区
の
考
え
方

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を
待

っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、

小
規
模
多
機
能
通
所
介
護
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
在
宅
医
療
を

支
援
す
る
体
制
の
整
備
な
ど
安

心
し
て
在
宅
で
暮
ら
せ
る
仕
組

み
を
充
実
し
ま
す
。

障
害
者
へ
の
移
動
支
援

◇
意
見
の
概
要

　

移
動
の
支
給
時
間
を
増
や
し

て
く
だ
さ
い
。
月
ご
と
の
支
給

決
定
で
な
く
三
カ
月
単
位
や
年

単
位
な
ど
柔
軟
な
対
応
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
判
定
基
準

の
適
正
化
や
実
態
に
即
し
た
支

給
方
法
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
区
の
考
え
方

　

移
動
支
援
は
、
よ
り
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
一
カ
月

の
支
給
基
準
の
目
安
を
二
五
時

間
か
ら
五
〇
時
間
に
増
や
す
こ

と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
ご
と

の
支
給
決
定
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
と
の
整
合
性
な
ど
を
考

え
、
現
時
点
で
は
一
カ
月
ご
と

の
支
給
が
適
当
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。☆　

☆　

☆

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
に

よ
り
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た

主
な
内
容
を
、
３
面
で
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

 
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
と

そ
れ
に
対
す
る
区
の
考
え
方 

２・３・４面に計画の概要を掲載しています。

閲
覧
場
所
＝
保
健
福
祉
部
管
理
課

（
区
役
所
東
棟
三
階
）、高
齢
者
施

策
課
（
西
棟
二
階
）、
介
護
保
険
課

（
東
棟
三
階
）、
区
政
資
料
室
（
西

棟
二
階
）、
区
政
相
談
課
（
東
棟
一

階
。
閲
覧
期
間
中
の
土
・
日
曜
日

の
み
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
杉
並
福

祉
事
務
所
（
荻
窪
・
高
円
寺
・
高

井
戸
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅

前
事
務
所
、
図
書
館

閲
覧
期
間
＝
３
月　

日
㈯
～
４
月

２１

　

日
㈪

２０
ご意見ありがとう
ございました♪



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

NO.1887平成21（2009）年3月21日（土曜日）３

杉並区保健福祉計画（２１～

施　策政策推進の方向基本政策目　標

⑴親子の健康を守る支援の充実⑵子育てを支える地域サービス
の充実⑶保育サービスの充実⑷ひとり親家庭の自立支援の推進
⑸子育てセーフティネットの堅固な構築

すべての家庭が安心して子育て
ができるために１

未来を 拓 く子どもた
ひら

ちが育つまちをつく
る

⑴健やかな心身の発達の支援⑵障害のある子どもへの発達支援
の充実⑶子どもの居場所づくりの推進⑷青少年が健全に育つ社
会づくり

子どもの健やかな成長を 育 み自
はぐく

立を促すために２

⑴支えあう地域の仕組みづくりの推進⑵地域の子育て応援者の
育成と親育ちの支援

安心して子どもを生み育てられ
る地域をつくるために３

⑴健康なまちづくりの推進⑵総合的な生活習慣病予防対策
⑶心の健康づくり⑷自殺対策の推進⑸難病・アレルギー対策健康な暮らしを支えるために１

だれもが安心して健
康で暮らせるまちを
つくる

⑴危機管理体制の整備⑵食品・環境衛生・医薬品等の安全確保
⑶感染症対策の充実⑷動物と共生できる地域社会づくり

暮らしの安全・安心を確保する
ために２

⑴救急医療体制の充実⑵地域医療の充実⑶地域歯科医療の充実安心して医療を受けられるため
に３

⑴高齢者の社会参加と交流の拡大⑵介護予防の推進高齢者がいきがいを持って活躍
するために１

高齢者が元気で安心
して暮らすことので
きるまちをつくる

⑴総合相談・支援体制の充実⑵日常生活支援サービスの充実　
⑶ひとり暮らし高齢者等の支援⑷高齢者の認知症対策の推進
⑸高齢者虐待対策の推進⑹高齢者の多様な住まいの確保

地域の中で共に支えあい、自立
した生活を送るために２

⑴介護保険サービスの基盤整備⑵介護保険サービスの質の向上
⑶高齢者在宅医療支援体制の整備⑷介護者・家族への支援

医療や介護が必要になっても安
心して暮らしていけるために３

⑴相談支援体制の充実⑵日常生活への支援
⑶入所施設（長期入院）から地域生活への移行促進自立生活を支えるために１

障害のある人が自分
らしく生きることの
できるまちをつくる

⑴住まいの場の確保支援⑵援助のある安心な生活の場の確保　
⑶安全安心な地域生活の確保

暮らしの場と安心の確保のため
に２

⑴雇用の場の拡大・就労支援の促進⑵日中活動の場の再編整備
⑶社会参加の促進社会参加を応援するために３

⑴ユニバーサルデザインの推進⑵福祉交通システムの充実だれもが社会参加し、交流でき
るために１

支えあい共に生きる
まちをつくる

⑴権利擁護の仕組みの充実⑵生活困窮者等への支援
⑶虐待・暴力対策の充実⑷災害時要援護者支援対策の充実強化

一人ひとりの人権と生活の保障
のために２

⑴区民の参画と協働の推進⑵保健福祉サービスの質の向上区民と共に健康都市を発展させ
るために３

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
人
が
、
安
心
し
て

健
や
か
に
生
活
で
き
る
「
健
康
都
市
杉
並
」
を
め
ざ
す

学

学

学

学

学

 ◆保健福祉計画の政策・施策の体系◆

いただいたご意見などにより、計画の見直しを行った主な内いただいたご意見などにより、計画の見直しを行った主な内容容
●生涯現役・長寿を応援する新たな仕組みづくり●
　高齢者が行う各種のボランティア活動や、
区が実施する介護予防事業などへ積極的に参
加することで、区内商品券などと交換できる
ポイントを付与する仕組みとして「（仮称）長
寿応援ポイント制度」を創設していきます。

●地域医療体制の充実●
　医療に対する区民の不安を解消するために、
病院誘致なども視野に入れ、今後の地域医療
体制の整備に区として全力で取り組んでいき
ます。

●待機児の解消●
　急激な保育需要に対応するため、「（仮称）
すぎなみの保育ビジョン」に中長期的な保育
需要を踏まえた保育施策のあり方を盛り込む
とともに、緊急対策・家庭福祉員の充実など
に積極的に取り組んでいきます。

●ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯に対する見守りの充実●
　ひとり暮らしが不安な高齢者を対象に、室
内センサーを利用して、一定時間反応がない
場合に通報する仕組みを導入していきます。
　また、定期的に電話をかけ、安否などを確
認する安心コールを実施し、ひとり暮らし高
齢者の不安を解消していきます。

杉並区役所緯３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

NO.1887 ２平成21（2009）年3月21日（土曜日）

２５年度）の概要

主　要　事　業特　徴テーマ
（仮称）長寿応援ポイント制度の創設

身近な地域拠点を整備し、就業やボランティア活
動、健康維持など高齢者それぞれが描く「生涯現
役」の実現を支援します。

「生涯現役」で活躍できる地域社会づ
くりを目指します１

ゆうゆう館での協働事業の推進
高齢者就業機会創出支援事業
社会貢献スタッフ派遣
介護予防・認知症予防の普及啓発事業の推進
介護予防ボランティアの人材育成
都市型多機能拠点の整備

在宅介護体制の充実強化など、住みなれた地域で
安心して暮らしていくための仕組みを充実させ
るとともに、特別養護老人ホームなどの介護保険
施設の整備も進めていきます。

高齢者の在宅生活支援を一層強化する
とともに介護保険施設の整備を進めます２

短期入所生活介護（ショートステイ）の整備
特別養護老人ホームの整備
ケア付き住宅の整備
配食サービスの充実
ひとり暮らし高齢者等の支援
２４時間安心ヘルプ

急病医療情報センターの充実と今後の救命救
急体制のあり方等検討区独自の救命救急体制をさらに充実・強化すると

ともに、在宅医療などを含めた地域医療体制の充
実を図ります。

地域医療体制の一層の充実を図ります３ 小児の夜間医療体制の充実
初期救急対応力の向上
高齢者在宅医療支援体制の整備

すこやか赤ちゃん訪問の実施出産後の早い段階から成長期まで、子育ての孤立
化や負担感の軽減を図る施策を充実させます。

すべての家庭が安心して子育てができ
る環境づくりを進めます１

親の主体性を生かした子育て活動の推進

認証保育所の整備多様な主体を活用した待機児解消施策の推進と
ニーズに応じた保育サービスを拡充します。

待機児を解消し、保育ニーズの多様化
に向けたサービスを拡充します２

家庭福祉員の増員

生活習慣病予防の普及・啓発の充実「杉並ウエストサイズ物語」を中心に、メタボリ
ックシンドロームに焦点を当てた生活習慣病予
防対策を展開します。

総合的な生活習慣病の予防対策を推進
します３

健康診査・検診の充実

相談窓口の整備相談支援体制、居宅介護やグループホームなどの
サービス提供基盤の充実に努めます。

障害者が地域で安心して自立した生活
が送れるよう支援体制を推進します４

グループホーム・ケアホームの確保

チャレンジ雇用の実施区で新たに知的障害者のチャレンジ雇用を開始
するとともに、企業や作業所等との協働をすす
め、就労の場や工賃の拡大を図ります。

障害者の雇用の場の拡大と就労支援を
促進します５

工賃アップへの取り組み

地域のたすけあいネットワーク登録者数の拡
大と登録者情報の整備

災害時に要援護者を地域で支える仕組みづくり
を、区内全域に拡げるとともに、支援内容を充実
させます。

災害時要援護者支援の拡充・強化を図
ります６

福祉救援所の設置の推進

最
重
点
プ
ラ
ン

重
点
プ
ラ
ン

杉
並
区
障
害
者
計
画
・
第
２
期
障
害

福
祉
計
画
が
で
き
ま
し
た

餌

影

営

映

叡叡叡

叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

 ◆重点推進プラン◆

　

「
障
害
者
計
画
」
と
「
障
害

福
祉
計
画
」
は
、
障
害
者
基
本

法
と
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画
の
策
定
が

規
定
さ
れ
た
計
画
で
す
。

　

計
画
で
は
、「
障
害
の
あ
る
人

が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
す

将
来
像
に
掲
げ
、
三
つ
の
視
点

と
一
〇
の
推
進
プ
ラ
ン
に
よ
り

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
地
域
生
活

や
就
労
に
関
す
る
見
込
量
や
入

所
施
設
か
ら
の
地
域
へ
の
移
行

者
数
な
ど
に
つ
い
て
、　

〜　
２１

２３

年
度
ま
で
の
三
カ
年
を
計
画
期

間
と
し
、
さ
ら
に　

年
度
末
に

２５

お
け
る
数
値
目
標
に
つ
い
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
杉
並
区
保
健
福
祉
計

画
」
の
中
で
は
、
主
に
障
害
者

福
祉
分
野
の
施
策
と
し
て
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

〈主な障害福祉サービス・地域生活支援事業の見込量〉
２５２３２２２１事業名（年度）
６５６７時間５８４１時間５４７８時間５１１４時間居宅介護（身体介護・家事援助）
９７１４時間１万７５５時間１万１２７５時間１万９５５時間重度訪問介護
５３０人５２０人４５０人３２０人生活介護
５６５人５５５人５５０人３４５人就労継続支援Ｂ型
５９０人５７０人５６０人５５０人短期入所

２８４人２９４人３００人３０８人施設入所
（通勤寮を除く経過措置含む）

１万２２６時間９２８５時間８８３３時間８１６７時間移動支援（通学等支援含む）
※見込量は、２１・２２年度が１０月、２３・２５年度が年度末の１カ月あたりの利用を示しています。

※重点プランの主要事業は、一部のみ掲載しています。

※
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基
本
理
念

◇
高
齢
者
の
自
立
支
援

　

区
の
介
護
保
険
事
業
の
基
本
理

念
は
、「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」
で

す
。

　

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
本
計
画

で
は
、高
齢
者
が
尊
厳
を
保
持
し
、

生
き
る
こ
と
が
真
の
喜
び
に
な
る

よ
う
に
、
高
齢
者
が
持
て
る
能
力

を
生
か
し
、
自
ら
の
意
思
で
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
選
択
し
つ

つ
、
地
域
の
中
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

  
事
業
計
画
の
重
点
的
な 

  
取
り
組
み

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
分

析
を
踏
ま
え
、
以
下
の
こ
と
に
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
在
宅
介
護
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化

⑴
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ

の
適
切
な
情
報
提
供
・
相
談
援
助

な
ど
に
よ
り
多
様
な
事
業
主
体
の

参
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

⑵
在
宅
生
活
を
支
え
る
施
設
な
ど

の
整
備

　

短
期
入
所
生
活
介
護
お
よ
び
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
等
の

施
設
を
区
有
地
の
活
用
な
ど
で
重

点
的
に
整
備
し
ま
す
。

⑶
在
宅
療
養
支
援
体
制
の
充
実

　

医
師
会
な
ど
関
係
機
関
と
在
宅

療
養
支
援
体
制
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
組
織
や
相
談
窓
口
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

②
入
所
施
設
の
計
画
的
な
整
備

　

区
有
地
の
活
用
や
建
設
助
成
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
活
用
し
、

計
画
的
に
入
所
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

③
介
護
予
防
施
策
の
充
実

⑴
特
定
高
齢
者
把
握

　

高
齢
者
人
口
の
５
％
を
目
標
に

区
民
健
康
診
査
な
ど
の
機
会
を
通

し
て
、
特
定
高
齢
者
把
握
に
努
め

ま
す
。

⑵
介
護
予
防
事
業
の
推
進

　

介
護
予
防
の
普
及
啓
発
を
図
る

た
め
情
報
誌
の
発
行
や
講
座
、
教

室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
や
、
地
域
の
自
主
グ
ル

ー
プ
活
動
の
支
援
を
推
進
し
ま

す
。

⑶
認
知
症
予
防
な
ど
の
推
進

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
講
演
会

や
講
座
、教
室
を
実
施
す
る
ほ
か
、

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
な
ど
に
対
し
て
家
族
介
護
支

援
事
業
を
実
施
し
、
介
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑷
介
護
予
防
給
付
の
普
及
推
進

　

利
用
者
へ
の
周
知
の
方
法
を
工

夫
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
普
及

推
進
を
図
り
ま
す
。

④
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
抱
え
る
課
題
を
把
握

し
、
地
域
機
関
と
の
連
携
や
困
難

事
例
へ
の
対
応
な
ど
に
適
切
な
支

援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
機
能
強
化

を
図
り
ま
す
。

⑤
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ

た
介
護
保
険
料
の
設
定

　

一
層
の
多
段
階
化
を
進
め
、
低

介護保険事業計画は、介護給付等対象サービスや介護保険の事業費の見込みを明らかにするなど、介護保険事業運営の基本と
なる計画です。今期は、在宅介護支援体制の充実や被保険者の負担能力に応じた介護保険料の設定などに重点を置き、策定し
ました。　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　――問い合わせは、高齢者施策課または介護保険課へ。

　

〜　

年
度

２１

２３

所
得
者
へ
の
配
慮
や
負
担
の
公
平

化
に
留
意
し
保
険
料
を
設
定
し
ま

す
。

  
要
介
護
等
認
定
者
数
の 

  
推
計

　

今
後
、高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、

介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
は
、
一
層
増
加
す
る
も
の
と
推

計
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
介
護
等
認
定
者
の
う

ち
、
中
・
重
度
者
（
要
介
護
２
～

５
）
の
割
合
が
高
ま
る
も
の
と
推

計
し
ま
し
た
（
表
１
）。

  
主
な
サ
ー
ビ
ス
の      　
  

  
見
込
み
・
確
保
策

　

高
齢
化
に
伴
う
要
介
護
等
認
定

者
の
増
加
や
要
介
護
認
定
者
の
う

ち
、
中
・
重
度
者
の
増
加
、
一
人

暮
ら
し
世
帯
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

増
加
、
在
宅
に
お
け
る
介
護
者
へ

の
支
援
の
必
要
性
な
ど
を
考
慮

し
、
区
の
施
設
整
備
計
画
や
、
こ

れ
ま
で
の
利
用
実
績
を
基
に
サ
ー

ビ
ス
量
を
見
込
み
ま
し
た
（
表

２
）。

煙
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
　

年
度
に
お
け
る
、
中
・
重
度

26
の
要
介
護
認
定
者
の
一
定
割
合

（　

・
4
％
）
の
方
が
利
用
で
き

27
る
よ
う
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
一

体
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

煙
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
居
宅
予

防
サ
ー
ビ
ス

　

多
様
な
事
業
主
体
の
参
入
や
事

業
の
拡
大
に
よ
り
、
今
後
も
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
、
事
業
者
へ
の
適
切
な
情
報
提

供
や
相
談
支
援
、
研
修
事
業
の
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の

提
供
な
ど
に
よ
り
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
を
促
進
し

ま
す
。

煙
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、「　

時
24

間　

日
」
安
心
し
て
生
活
で
き
る

365
よ
う
に
、
事
業
者
へ
の
建
設
補
助

の
支
援
を
行
う
な
ど
、
多
様
な
事

業
者
の
参
入
を
促
し
、
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

  
第
一
号
被
保
険
者
の 

  
保
険
料

　

第
四
期
（　

～　

年
度
）
の
介

21

23

護
保
険
事
業
費
は
、
約
八
五
七
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
（
表
３
）。

　

第
三
期
（　

～　

年
度
）
に
比

18

20

べ
る
と
、
見
込
み
額
で
5
・
4
％

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
保
険
料
の
設
定
に
あ
た

っ
て
は
、
保
険
料
段
階
の　

段
階

11

へ
の
多
段
階
化
や
介
護
保
険
給
付

費
準
備
基
金
の
活
用
な
ど
の
措
置

を
講
じ
、
現
行
の
保
険
料
基
準
月

額
を
四
二
〇
〇
円
か
ら
四
〇
〇
〇

円
に
引
き
下
げ
ま
す
（
表
４
）。

　

ま
た
、
生
計
困
難
な
高
齢
者
に

対
し
て
、
区
独
自
の
保
険
料
の
減

免
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
７

月
中
旬
の　

年
度
保
険
料
通
知
書

２１

発
送
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第第４４期期介介護護保保険険事事業業計計画画のの概概要要第４期介護保険事業計画の概第４期介護保険事業計画の概要要

〈表１　総人口および要介護等認定者の推計〉
単位：人
２３２２２１区分（年度）

５３９,６６２５３８,１１８５３５,５２７総　人　口

１０５,４５０１０４,５４９１０３,６２３第1号被保険者（６５歳以上）

１９.５１９.４１９.３高齢化率（％）

１９,８９３１９,３１６１８,７２３要介護等認定者

８,５１５８,２９３８,０６０軽度者
（要支援１・２、要介護１）

１１,３７８１１,０２３１０,６６３中・重度者（要介護２～５）

１８.９１８.５１８.１６５歳以上人口比（％）

〈表２　施設・居宅サービス利用者等の推計〉
単位：人
２３２２２１区分（年度）
３,０３０２,９０９２,７７０施設サービス利用者

１３,７６４１３,０６７１２,２３３居宅サービス利用者

２,０８３１,９４４１,７８５居住系サービス利用者

８,２７４７,８７４７,３５２居宅介護サービス利用者

３,４０７３,２４９３,０９６居宅予防サービス利用者

〈表３　第４期の介護保険事業費の見込み額〉
単位：百万円

計２３２２２１区分（年度）
８３,１８５２９,０９８２７,９９１２６,０９６保険給付費

２,４９０８７１８３８７８１地域支援事業の費用

８５,６７５２９,９６９２８,８２９２６,８７７計

〈表４　新しい介護保険料段階と保険料額など〉
保険料年額
（月額）対象者保険料段階保険料年額

（月額）対象者保険料段階

５万１８４０円
（４３２０円）

本人が区民税課税の方
（合計所得金額１２５万
円未満）

第６段階
基準年額
×１.０８

１万９２００円
（１６００円）

生活保護受給の方または世帯全員が区民
税非課税で本人が老齢福祉年金受給の方

第１段階
基準年額
×０.４

６万円
（５０００円）

本人が区民税課税の方
（合計所得金額１２５万
円以上２００万円未満）

第７段階
基準年額
×１.２５

２万４０００円
（２０００円）

世帯全員（一人世帯を含む）が区民税非
課税で本人の合計所得金額と課税年金収
入額の合計が８０万円以下の方

第２段階
基準年額
×０.５

７万２０００円
（６０００円）

本人が区民税課税の方
（合計所得金額２００万
円以上３００万円未満）

第８段階
基準年額
×１.５０

３万６０００円
（３０００円）

世帯全員（一人世帯を含む）が区民税非
課税で本人の合計所得金額と課税年金収
入額の合計が８０万円を超える方

第３段階
基準年額
×０.７５

７万５３６０円
（６２８０円）

本人が区民税課税の方
（合計所得金額３００万
円以上５００万円未満）

第９段階
基準年額
×１.５７

３万９８４０円
（３３２０円）

本人が区民税非課税で他の世帯員が区民
税課税であり、本人の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が８０万円以下の方

第４段階
基準年額
×０.８３

８万４０００円
（７０００円）

本人が区民税課税の方
（合計所得金額５００万
円以上１０００万円未満）

第１０段階
基準年額
×１.７５４万８０００円

（４０００円）

本人が区民税非課税で他の世帯員が区民
税課税であり、本人の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が８０万円を超える方

第５段階
基準年額

８万７８４０円
（７３２０円）

本人が区民税課税の方
（合計所得金額１０００万
円以上）

第１１段階
基準年額
×１.８３

▲高齢者の自立支援を目指し、さまざ
まなサービスを拡充していきます


